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 海外情報

米国農畜産業の展望
〜２０２２年農業アウトルック・フォーラムから〜

調査情報部　国際調査グループ

【要約】

　米国農務省は農業アウトルック・フォーラムの中で、2022年における畜産需給の見通しを
発表した。
　酪農・乳業：乳用経産牛頭数は減少傾向にあるが、１頭当たり乳量の増加により生乳生産
量は増加する見通しである。しかし、世界的な乳製品の需要の高まりに鑑みると生乳の供給
はひっ迫しており、乳価は前年比で上昇する見通しである。
　肉用牛・牛肉：総飼養頭数は減少傾向にある。21年には米国南部の干ばつの影響により肉
用経産牛の淘

とう

汰
た

が進み、肥育牛の供給が減少することから牛肉生産量は減少する見通しであ
る。
　養豚・豚肉：総飼養頭数と子豚出生頭数が減少傾向にあるため、豚肉生産量は減少する見
通しである。中国のアフリカ豚熱からの回復による同国への輸入量減少から、米国の豚肉輸
出は減少するものの、豚肉需要が強いことから豚肉輸入量は増加する見通しである。
　肉用鶏・鶏肉：種鶏卵のふ化率の低調があるが、種鶏飼養羽数を増加させることで鶏肉生
産を支えており、飼料価格が上昇する中でも鶏肉生産量は増加傾向にある。労働力不足や生
産費上昇から鶏肉価格は上昇する見通しである。
　採卵鶏・鶏卵：減少傾向にあった鶏卵生産量は増加に転じる見通しである。供給量が伸び
悩む一方で、鶏卵需要は継続して強く、鶏卵価格は上昇を見込んでいる。韓国の生産量の回
復に伴い輸出量は減少する見通しである。

１　はじめに

　米国農務省（USDA）による２０２２年農業
アウトルック・フォーラムが２月２４、２５日
の２日間にわたりオンラインで開催された。
本フォーラムは今後の米国農業の動向を公表
するものとして、毎年開催されている。
２０２１年は新型コロナウイルス感染症（COV-
ID–１９）の拡大（パンデミック）の影響を考
慮して初のオンライン開催となったが、２２
年も同様にオンライン開催となった。
　本フォーラムでは、ヴィルサック長官によ

る講演のほか、米国農業をめぐる情勢や今後
の需給見通しなど、米国内で注目度の高い
テーマについて幅広く講演が行われた。本稿
では、これらの講演を踏まえ、米国畜産物の
需給見通しを中心に報告する。
　なお、本稿中の為替レートは、1米ドル＝
１１６．５５円（三菱UFJリサーチ＆コンサル
ティング株式会社「月末・月中平均為替相場」
の２０２２年２月末TTS相場）を使用した。
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２　トム・ヴィルサック農務長官による講演概要

　本フォーラムの開催に当たって、ヴィル
サック長官による講演が行われた。ヴィル
サック長官は、米国産農畜産物の輸出促進、
食肉・食鳥処理・加工能力の向上支援、食肉
市場の透明性の確保および競争力強化、気候
変動対策・持続可能性などについて触れ、
２０２２年の米国農畜産業の躍進を誓った。

（１）米国産農畜産物の輸出促進

　ヴィルサック長官は２月、アラブ首長国連
邦（UAE）ドバイを訪問し、農業貿易ミッショ
ンに参加した。本ミッションでは、米国食品
関係企業から４１名が参加し、現地企業と
３００もの商談を実施するなど大きな成功を
収めたという。
　ドバイは、潜在的な可能性を持つ中東の市

場で、人口拡大が見込まれるアフリカの市場
への入口であるとして、ドバイへの進出の重
要性を説いた。また、輸出先国の多様化も重
要であるとして、２０２２年にはその他の外国
市場への積極的な進出に取り組む意向を示し
た。
　また、多数のコンテナが空の状態でアジア
地域に返送され、輸出に影響していることに
ついても言及し、1月にUSDAが公表した
オークランド港の処理能力向上支援を紹介し
た（図1）。なお、本支援では、２５エーカー
（１０万１１７１平方メートル）のコンテナヤー
ド整備費用の６０%の補助、同港を経由する
ことで生じる掛かり増し経費の負担軽減とし
て、コンテナ1個当たり１２５米ドル（1万�
４５６９円）の補助が行われる。

（２）�食肉・食鳥処理・加工能力の向上
支援

　本フォーラムの開催に合わせ、食肉・食鳥
処理・加工能力の向上とそれによるサプライ

チェーン強化および農村部における雇用・経
済機会の創出に向けた新たな支援が発表され
た。本支援は1月にバイデン政権が発表した
「より公平で、より競争力があり、より回復
力がある食肉・食鳥のサプライチェーンに向

!

!

!

!

図１　港湾混雑の解消に向けたこれまでの主な対応

資料：Port of Los Angeles, Port of Long Beach, Port of Oakland, USDA公表資料を基に筆者作成
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けたアクション・プラン」（図２）に沿った
ものであり、食肉生産能力の向上と競争性の
確保を図り、食肉価格の上昇を抑えることを

目的としている。今回、新たに発表された支
援は以下の通りである。

ⅰ）�食肉・食鳥処理・加工施設の新設・拡
大・設備整備支援

　大手食肉会社に依存しない中小規模の食
肉・食鳥処理・加工施設（独立系施設）の能
力向上を図るために1億５０００万米ドル
（１７４億８２５０万円）を措置する。1施設当
たり２５００万米ドル（２９億１３７５万円）を上
限として、施設の新設・拡大、機器・機材な
どの設備整備を支援する。
ⅱ）学生向け人材育成支援
　米国農務省食品農業研究所（USDA/NIFA）
による既存の人材育成プログラムを通じて、
食肉・食鳥処理・加工を専門とする短期大学
や専門学校における労働訓練を支援するた
め、４０００万米ドル（４６億６２００万円）を措
置する。
ⅲ）独立系施設への技術支援
　関連事業への申請、施設運営計画などに助

言を要する独立系施設に技術支援を実施する
ため、２５００万米ドル（２９億１３７５万円）を
措置する。
ⅳ）その他
　２０２２年夏にはさらに２億２５００万米ドル
（２６３億２３７５万円）の施設・設備の整備等
への支援、２億７５００万米ドル（３２０億５１２５�
万円）の独立系施設への低金利融資を行う融
資制度を実施する予定である。

（３）�食肉市場の透明性の確保および競
争力強化

　今後数カ月以内にもパッカー・ストック
ヤード法に基づく新たな規則案を公表し、パ
ブリックコメントを開始するとした。本件も
上記アクション・プランに沿った取り組みで
ある。
　なお、USDAは２０２１年６月、市場競争を

図２　米国の「より公平で、より競争力があり、より回復力がある
食肉・食鳥サプライチェーンに向けたアクション・プラン」概要

資料：The White House, USDA公表資料を基に筆者作成　
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阻害する不公正で欺
ぎ

瞞
まん

的な行為から肉用牛、
肉豚、肉用鶏の生産者を保護するために以下
の３点について、新たな規則を制定すること
を公表済みであるが、食肉業界からは、生産
者と食肉・食鳥処理・加工業者の関係性の破
壊、持続可能な生産性向上の阻害、消費者需
要に対応する業界の体制の破壊などにつなが
り得ると批判の声も上がっている。
ⅰ）�「不公正で欺瞞的な行為」などを明確化

する規則
ⅱ）�「家きん生産者トーナメントシステム」（注1）

に関する新たな規則
ⅲ）�訴訟時の「反競争的である証明を不要と

すること」を明確化する規則
（注1）　家きん生産者トーナメントシステム
　　　　　肉用鶏業界では食鳥業者が肉用鶏生産者に委託契約を

交わすことが主流となっており、肉用鶏の出荷に応じて
報酬を支払う仕組みをとっている。

　　　　　報酬額は「出荷時の肉用鶏総重量」に「単位重量当た
り報酬額」を乗じることで決まることが多く、「単位重
量当たり報酬額」は「最低支払額」に「肉用鶏生産者の
平均生産コスト」から「契約農家の生産コスト」を除し
た額を「最低支払額」に加えた額とすることが一般的で
ある。すなわち、生産コストの削減を競わせるいわゆる
「トーナメントシステム」が成り立っている。

民投資を２０２１年から２０２５年までの５年間
で大幅に増額することを掲げており、今般、
設立時に設定した投資拡大目標・見通し額で
ある４０億米ドル（４６６２億円）を８０億米ド
ル（９３２４億円）にまで引き上げた。
（注２）　気候変動に対応したイノベーションミッション（AIM４C）
　　　　　AIM４Cは、２０２１年４月に米国が主催した気候サミッ

トで米国とUAEが共同で発表したイニシアチブ（戦略）
であり、同年１１月に開催されたCOP２６で正式に設立
が発表された。

　　　　　気候変動に対応した農業・食料システムの技術革新へ
の官民投資の大幅増額、国を超えた技術的・専門的な議
論の場の提供、各国の研究成果の共有を目的としており、
研究機関の基礎研究と官民による応用研究の推進、革新
的製品・サービスの開発・実証・普及について、官民投
資を加速することとしている。

（４）気候変動対策

　ヴィルサック長官は２月２１日、ドバイに
おいて、気候変動に対応したイノベーション
ミッション（AIM４C）（注２）に関する第1回
閣僚会合に議長として参加した。AIM４Cの
設立時は日本を含む３４カ国と４９機関等の合
計８３の国・機関等であったが、２月時点で
１４０の国・機関等を超えたという。また、
AIM４Cの目的の一つとして、気候変動に対
応した農業・食料システムの技術革新への官

（５）持続可能性

　長官就任前の日本訪問時の出来事を紹介し
つつ、消費者が気候変動に対応し、環境保護
に貢献する農畜産物を求めているとして、
１０億米ドル（１１６５億５０００万円）を財源に
パイロット農場を設定した実証プログラムに
より、温室効果ガス排出量の削減、二酸化炭
素の吸収など気候変動に対応した技術革新を
進めていくとした。そして、気候変動に対応
した農畜産業の実施により、生産者が新たな
市場に参入することができる可能性や、新た
な投資を呼び込む可能性があり、収入の多様
化にもつながると強調した。
　さらに、米国環境保護庁（EPA）による
再生可能燃料産業への支援にも触れつつ、化
石燃料の大幅削減を求められている航空産業
へのバイオ燃料の活用可能性を見いだすべく
技術革新に取り組んでいくこととした。
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３　米国酪農・乳業の需給見通し

（１）2021年の動向

　２０２１年はパンデミックによる経済への影
響が続き、従業員の感染などにより乳業工場
においても労働力不足が生じた（図３）。また、
トラック運転手の不足や港湾混雑に起因する
運送費の大幅な上昇につながり（図４）、消
費者価格の上昇の一因ともなった。

（２）乳用牛飼養頭数と生乳生産量

　２０２２年1月1日時点の乳用経産牛飼養頭
数は９３７万５０００頭（前年同日比０.７%減）と
減少した（表1、図５）。また、同日時点の
未経産牛（乳用後継牛）頭数も４４５万１０００
頭（同３.４%減）と減少した（表1）。２２年も
減少傾向が継続し、年平均飼養頭数は９３６万
頭（前年比０.９%減）と前年を下回る見通し
である（図６）。
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図３　非農業部門求人数の推移

資料：「Bureau of Labor Statistics」
　注：毎月末営業日における全求人数。
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図４　冷蔵トラック平均輸送費の推移

資料： USDA/AMS「Recent Weekly US Average Refrigerated 
Truck Rates」

　注：週次平均値。

表１　乳用経産牛頭数および未経産牛頭数の推移
� （単位：千頭）

2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年
前年同日比（%） 前年同日比（%）

乳用経産牛頭数 9,432 9,353 9,343 9,442 1.1 9,375 ▲ 0.7

未経産牛
（乳用後継牛）頭数 4,768 4,702 4,684 4,609 ▲ 1.6 4,451 ▲ 3.4

資料：USDA/NASS「Cattle」
注１：各年１月１日時点の飼養頭数。
注２：乳用経産牛頭数には、乾乳期の乳用牛を含む。
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図５　乳用経産牛頭数の推移

資料：USDA/NASS「Cattle」
注１：各年１月１日時点の飼養頭数。
注２：乳用経産牛頭数には、乾乳期の乳用牛を含む。
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図６　乳用牛年間平均飼養頭数の推移

資料：USDA/NASS「Milk Production」
注１：乾乳期の乳用牛を含み、未経産牛を含まない。
注２：2022年は予測値。
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　そのような中、２１年の1頭当たり年間乳
量が1万８６３キログラム（前年比０.７%増）
と増加したことから（図７）、２１年の生乳生
産量は1億２６３万トン（同１.３%増）と増加
した（図８）。２２年も飼料価格の高騰による
乳量減少要因はあるものの、遺伝技術の改良
傾向を加味すると1頭当たり年間乳量は
1万１００４キログラム（同１.３%増）と増加
するが、乳用経産牛の減少が影響し、生乳生
産量は1億３０６万トン（同０.４%増）とわず
かな増加にとどまる見通しである。

（３）乳価の見通し

　２０２１年の全米平均総合乳価は徐々に上昇
し、第４四半期の平均乳価は１００ポンド当
たり２０.６０米ドル（1キログラム当たり
５２.９３円、前年同期比３.９%高）と前年同期
の平均乳価を超えた（図９）。
　２２年の全米平均総合乳価は、生乳供給の

ひっ迫とそれによる乳製品卸売価格の上昇に
より、第1四半期には１００ポンド当たり�
２３.８５米ドル（1キログラム当たり６１.２８円、
同３７.６%高）まで上昇する見通しである（図
９）。しかしながら、この乳価上昇は、増加
傾向にある飼料費、輸送費、燃料費、肥料費
を含む生産コストによって相殺されてしまう
ことから、生産者の乳用牛増頭には抑制的に
働くことと予測される。

（４）主な乳製品の卸売価格

ⅰ）バター
　２０２１年のバター総供給量は、乳用牛飼養
頭数の減少に伴う生乳生産量の減少、COV-
ID–１９の影響を受けた一部のバター製造工場
の稼働停止を受け、９月以降は前年同月を下
回り、１２月には１８万２０００トン（前年同月比
１３.６%減）まで減少した（図１０）。一方で、
世界的にバターの供給が減少し、米国のバ
ター価格が欧州や大洋州のバター価格を下
回ったこともあり、２１年のバター輸出量は
４万４６００トン（前年比１０９.７%増）を記録し
た（図１１）。米国内消費量も堅調に推移し、９７�
万８００トン（同２.４%増）と増加した（図１２）。
　２２年のバター卸売価格は、第1四半期か
ら第４四半期まで徐々に低下するものの、年
間平均卸売価格は1ポンド当たり２.３０米ド
ル（1キログラム当たり５９１円、前年比
３２.８%高）と大幅に上昇する見通しである
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図７　経産牛１頭当たり年間乳量の推移

資料： USDA/NASS「Milk Production」およびフォーラム説明
より筆者作成

　注：2022年は予測値。
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図８　生乳生産量の推移

資料： USDA/NASS「Milk Production」およびフォーラム説明
より筆者作成

　注：2022年は予測値。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：商業用在庫、新規生産、輸入からの供給量の合計値。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：商業用消費のみの数値。

（図１３）。このバター卸売価格の上昇により
世界的な価格水準へと収束すること、米国内
のバター需要の高まりなどを背景にバターの
輸入量の増加が見込まれる。
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資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」
注１：2022年は予測値。
注２：各数値は四半期ごとの月平均値。

ⅱ）チーズ
　２０２１年のチーズの米国内消費量は５８９万�
８０００トン（前年比２.７%増）と増加し、需
要の強さは継続した（図１４）。そのため、生
産量も６１８万トン（同２.８%増）と増加し（図
１５）、輸入量も１４万４８００トン（同１３.２%増）
と増加した（図１６）。一方で、チーズの在庫
数量は増加傾向にあり、２１年最終在庫数量が
６５万５５００トン（前年比４.０%増）と増加し、
過去最高を記録した（図１７）。また、２１年の
チーズの輸出量は、米国チーズ価格が国際水
準を下回ったことを背景に、４０万４７００トン
（同１３.９%増）と増加した（図１８）。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：商業用消費のみの数値。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：供給に向けた新規生産量を計上。
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　２２年のチーズ価格は、生乳生産量の伸び
悩みによりチーズ向け乳価が上昇傾向をとる
一方で、チーズ生産能力の向上などにより、
価格上昇は抑制されて年間を通じてほぼ横ば
いに推移し、年間平均1ポンド当たり１.８７５
米ドル（1キログラム当たり４８２円、前年
比１１.９%高）となる見通しである（図１９）。

ⅲ）脱脂粉乳
　２０２１年の脱脂粉乳の総供給量は世界的な
生産量の減少を背景に２８４万９０００トン（前
年比１.４%減）と減少した（図２０）。世界的
な供給ひっ迫だけでなく、米国の価格が欧州
や大洋州の価格を下回ったこともあり、輸出
量は８９万２５００トン（同１０.２%増）とかな
り増加した（図２１）。一方で、米国内価格と
して見れば上昇傾向にあったため、米国内消
費量は３０万１９００トン（同２４.０%減）と大
幅に減少した（図２２）。
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図 1７　チーズ在庫数量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：総在庫数量から政府在庫数量を除いた数値。
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資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」
注１：2022年は予測値。
注２：各数値は四半期ごとの月平均値。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」

注：商業用在庫、新規生産、輸入からの供給量の合計値。

年間総供給量

2019年：263万1000トン

2020年：288万8000トン

2021年：284万9000トン

図 20　脱脂粉乳総供給量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：商業用在庫、新規生産、輸入からの供給量の合計値。
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注：総輸出量から輸出奨励制度および政府による外国への寄付を除いた値。
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図 21　脱脂粉乳輸出量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注： 総輸出量から輸出奨励制度および政府による外国への寄付

を除いた値。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」

注：商業用消費のみの数値。
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図 22　米国内脱脂粉乳消費量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：商業用消費のみの数値。
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図 2５　乾燥ホエイ在庫数量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：総在庫数量から政府在庫数量を除いた数値。

5

7

9

11

13

15

17

19

21

23

25

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2019 2020 2021

資料：USDA/ERS「Dairy Data」

注：総輸出量から輸出奨励制度および政府による外国への寄付を除いた値。

(千トン)

年間輸出量

2019年：15万3500トン

2020年：21万4200トン
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図 2６　乾燥ホエイ輸出量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注： 総輸出量から輸出奨励制度および政府による外国への寄付

を除いた値。

　２２年の脱脂粉乳卸売価格は、第1四半期
以降も高値が維持され、年間平均で1ポンド
当たり１.５５米ドル（1キログラム当たり３９８
円、前年比２２.１%高）と上昇する見通しで
ある（図２３）。
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資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」

注１：２０２２年は予測値。

注２：各数値は四半期ごとの月平均値。

年間平均卸売価格

2020年：1.04米ドル/ポンド

2021年：1.27米ドル/ポンド

2022年：1.55米ドル/ポンド

図 2３　脱脂粉乳卸売価格の推移

資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」
注１：2022年は予測値。
注２：各数値は四半期ごとの月平均値。

ⅳ）乾燥ホエイ
　乾燥ホエイの供給は世界的に減少してお
り、米国においても２０２１年の乾燥ホエイの
生産量は４１万９３００トン（前年比２.８%減）、
２１年最終在庫数量は２万６４００トン（同１６.９�
%減）と減少した（図２４、２５）。一方、世界的
なひっ迫から、２１年の輸出量は２２万５３００
トン（前年比５.２%増）と増加した（図２６）。�
これは２１年前半に輸出量が増加したものの、
後半には生産量の減少および消費量の増加に
よって、在庫の減少とそれに伴う米国内価格
の上昇が生じ、輸出量が減少したためである。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」

注：供給に向けた新規生産量を計上。

(千トン)

年間生産量

2019年：44万3400トン

2020年：43万1400トン

2021年：41万9300トン

図 2４　乾燥ホエイ生産量の推移

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：供給に向けた新規生産量を計上。

　乾燥ホエイ価格は、供給の減少が２２年後
半まで継続すると見込まれていることから、
1ポンド当たり０.６５米ドル（1キログラム
当たり１６６円、前年比１２.３%高）と高値で
推移する見通しである。（図２７）。
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資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」

注１：２０２２年は予測値。

注２：各数値は四半期ごとの月平均値。

年間平均卸売価格
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2021年：0.57米ドル/ポンド

2022年：0.65米ドル/ポンド

図 2７　乾燥ホエイ卸売価格の推移

資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」
注１：2022年は予測値。
注２：各数値は四半期ごとの月平均値。
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（５）乳製品の輸出入

　２０２１年の米国の乳製品輸出は主要輸出国
の生乳生産量が伸び悩む中、世界的な乳製品
需要の高まりから、乳脂肪ベースで５２７万
トン（前年比２５.４%増）と大幅に、無脂乳
固形分ベースでは２３１９万２０００トン（同
８.３%増）とかなり増加した（図２８、表２）。
　２２年の乳製品輸出入は前述の通り、米国
内のバター価格などが国際水準に収束するこ
と、脱脂粉乳およびホエイの価格が国際水準
を下回ることなどから、乳脂肪ベースでは輸

出量減少および輸入量増加、無脂乳固形分
ベースでは輸出量増加および輸入量減少が見
込まれる。具体的には、２２年の乳製品輸出
量は乳脂肪ベースで４９９万トン（同５.３%減）
と減少し、無脂乳固形分ベースで２３２２万�
４０００トン（同０.１%増）とわずかに増加す
る見通しである。一方、乳製品輸入量は乳脂
肪ベースで３１３万トン（同５.６%増）と増加
し、無脂乳固形分ベースで２５８万５０００トン
（同１.１%減）と減少する見通しである（図
２９、表３）。
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図２８ 乳製品輸出量の推移（乳脂肪ベース・無脂乳固形分ベース）
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注２：２０２２年は予測値。
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資料：USDA/ERS「Dairy Data」
注１： 総輸出量から輸出奨励制度および政府による外国への寄付

を除いた値。
注２：2022年は予測値。
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図 2９　�乳製品輸入量の推移（乳脂肪ベース・
無脂乳固形分ベース）

資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：2022年は予測値。

表２　乳製品輸出量の推移（乳脂肪ベース・無脂乳固形分ベース）
� （単位：千トン）

2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年
前年比（%） 前年比（%）

乳脂肪ベース 4,706 4,128 4,201 5,270 25.4 4,990 ▲ 5.3

無脂乳固形分ベース 20,247 18,839 21,417 23,192 8.3 23,224 0.1
資料：USDA/ERS「Dairy Data」
注１：総輸出量から輸出奨励制度および政府による外国への寄付を除いた値。
注２：2022年は予測値。

表３　乳製品輸入量の推移（乳脂肪ベース・無脂乳固形分ベース）
� （単位：千トン）

2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年
前年比（%） 前年比（%）

乳脂肪ベース 2,855 3,148 3,073 2,964 ▲ 3.5 3,130 5.6

無脂乳固形分ベース 2,490 2,638 2,541 2,615 2.9 2,585 ▲ 1.1
資料：USDA/ERS「Dairy Data」
　注：2022年は予測値。
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コラム１　米国海上輸出の現状と米国畜産・酪農業界の港湾混雑への声

　海上輸出による輸出額は牛肉８７億５０００万米ドル（1兆１９８億１２５０万円）、豚肉が５５億
米ドル（６４１０億２５００万円）、陸上輸出は牛肉が１８億米ドル（２０９７億９０００万円）、豚肉
が２６億米ドル（３０３０億３０００万円）であった。この数字だけ見ても、米国畜産業にとって、
海上輸出の重要性が分かるだろう。
　海上輸出を港湾別に見ると、２０２１年の牛肉輸出は西海岸の港湾だけで約７４％を占め、
オークランド港が最も多く、ロサンゼルス港とロングビーチ港が続いている（コラム1－図
1）。豚肉輸出でも西海岸だけで５４％を占め、牛肉と同様にオークランド港が最も多く、
ロサンゼルス港とロングビーチ港が続いている（コラム1－図２）。

　さらに、上位１０港を市場別に見ると、牛肉では日本、韓国、中国、台湾、香港、インド
ネシアといったアジア向けがほぼ西海岸を占め、上位３港のほか、シアトル港およびタコマ
港からも輸出されている。また、第４位のヒューストン港ではアフリカ向け、中南米向け、
インドネシア向けが占めている（コラム1－図３）。豚肉では、アジア向けが西海岸のほか、
東海岸からも多く輸出されている（コラム1－図４）。
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コラム 図１ 牛肉輸出の主要港湾
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チャールストン サバンナ ジャクソンビル フィラデルフィア
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資料：USMEF説明資料より筆者作成

コラム１－図１　牛肉輸出の主要港湾

資料：USMEF説明資料より筆者作成
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コラム 図２ 豚肉輸出の主要港湾
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ジャクソンビル フィラデルフィア ガルフポート シアトル
バルチモア サバンナ ヒューストン その他

資料：USMEF説明資料より筆者作成

コラム１－図２　豚肉輸出の主要港湾

資料：USMEF説明資料より筆者作成

コラム１－図３　牛肉輸出主要10港湾

⑩	タコマ	
日本、中国、韓国向け

①	オークランド	
日本、中国、香港、	
台湾、韓国向け

②	ロサンゼルス	
日本、中国、香港、	
台湾、韓国向け

③	ロングビーチ	
日本、中国、香港、	
韓国、インドネシア向け

⑨	シアトル	
中国、韓国向け

④	ヒューストン	
エジプト、ペルー、アフリカ、	
コロンビア、インドネシア、チ

リ、中米向け

⑥	サバンナ	
中国、チリ、フィリピン、	

コロンビア向け

⑤	チャールストン	
韓国、チリ、	
コロンビア向け

⑧	ノーフォーク	
韓国、オランダ、	
インドネシア向け

⑦	フィラデルフィア	
中国、インドネシア向け

資料：USMEF説明資料より筆者作成

コラム１－図３　牛肉輸出主要10港湾

資料：USMEF説明資料より筆者作成
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　その中で、西海岸の港湾への輸入コンテナ数量が急増している一方で、輸出コンテナ数量
が減少し、７０％以上のコンテナが空の状態でアジアに返送された。これは港湾や陸上輸送
の混雑から遅延が発生している中で、米国からアジアへの輸送費がアジアから米国への輸送
費の１０倍まで高騰したことを受け、数日分の拘留料や滞船料の支払いのリスクを避けて空
の状態でアジアに返送する海運会社が増加したためである。
　米国畜産・酪農業界は、主要港における生産性がこの数カ月間低下していることを危惧し
ている。これまではコンテナ処理が迅速に行われていたが、現在は労働力不足、トラック不
足、設備・スペース不足などの理由により、処理速度が落ち始めているという。また、米国
輸出業者は遅延期間の不透明性からコンテナ滞留料や滞船料の支払いを輸送費に転嫁するこ
とが難しくなり、輸出業者や商社が負担することも多かったという。
　そして何よりも、遅延期間の不透明性は輸出機会を奪っている。輸出先への到着遅延が顧
客喪失につながっており、特に、保存期間の短い冷蔵品の取り扱いが難しくなっている。実
際に、冷蔵牛肉の確実な輸入が困難であると判断した韓国など豪州産冷蔵牛肉の輸入に切り
替えた市場もあるという。
　米国産乳製品も輸出機会の喪失に苦しんだ。２１年は欧州やニュージーランドの生乳生産
が奮わなかった中で、東南アジア、中東、北アフリカの市場シェアを伸ばせなかった。米国
畜産・酪農業界からは、空の状態ではなく、貨物が積載されたコンテナを輸送する海外運送
会社へのインセンティブの付与、トラック1台当たり重量を増加することによるトラック運
転手不足への対応、港湾へのインフラ投資といった要望の声が上がっている。

４　米国畜産・食肉の需給見通し

（１）パンデミックによると畜への影響の現状

　パンデミックの影響によって２０２０年に複
数の食肉処理・加工施設の稼働が止まり、特に

同年３〜５月は大幅に減少したが、現在と畜
頭数は、パンデミック前の水準にまで戻ったと
言える。２２年1月から２月中旬における牛
の1日平均と畜頭数は平日で約１１万７０００�

⑧ タコマ
日本、中国、韓国向け

① オークランド
日本、中国、韓国、	
豪州、フィリピン向け

③ ロサンゼルス
日本、中国、韓国、	
豪州、フィリピン向け

② ロングビーチ
日本、中国、韓国、台湾、
豪州、フィリピン、	
コロンビア向け

⑨ モービル
韓国、フィリピン、	
コロンビア向け

④ チャールストン
中国、韓国、フィリピン、	
コロンビア、中米向け

⑤ ウィルミントン
中国、韓国、

フィリピン、中米向け

⑦ ニューヨーク
フィリピン、コロンビア、
中国、ドミニカ共和国向け

⑧ ノーフォーク
日本、中国、フィリピン、

コロンビア向け

⑩ フィラデルフィア
コロンビア、中国、中米、
豪州、ニュージーランド向け

コラム１－図４　豚肉輸出主要10港湾コラム１－図４　豚肉輸出主要10港湾

資料：USMEF説明資料より筆者作成。
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頭、土曜日で約５万３０００頭であり、パンデ
ミック前の１９年第1四半期の水準を超えて
いる（図３０）。
　また、２２年1月から２月中旬における豚

の1日平均と畜頭数は平日で約４５万７０００
頭、土曜日で約１９万２０００頭であり、パン
デミック前の１９年第1四半期の水準を超え
ている（図３１）。

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

図３０ 牛の１日当たり平均と畜頭数の推移

平日 土曜日

(頭)

資料：USDA/AMS「Actual Slaughter Under Federal Inspection」

注１：と畜頭数は連邦政府検査ベースによる数値。

注２：各週の１日当たり平均と畜頭数を計上。

2019年1～3月平均値

115,000頭

2019年1～3月平均値

30,600頭

図 ３0　牛の１日当たり平均と畜頭数の推移

資料：USDA/AMS「Actual Slaughter Under Federal Inspection」を基に筆者作成
注１：と畜頭数は連邦政府検査ベースによる数値。
注２：各週の１日当たり平均と畜頭数を計上。
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図３１ 豚の１日当たり平均と畜頭数の推移

平日 土曜日

(頭)

2019年1月～3月平均値

460,000頭

2019年1月～3月平均値

185,000頭

資料：USDA/AMS「Actual Slaughter Under Federal Inspection」

注１：と畜頭数は連邦政府検査ベースによる数値。

注２：各週の１日当たり平均と畜頭数を計上。

図 ３1　豚の１日当たり平均と畜頭数の推移

資料：USDA/AMS「Actual Slaughter Under Federal Inspection」を基に筆者作成
注１：と畜頭数は連邦政府検査ベースによる数値。
注２：各週の１日当たり平均と畜頭数を計上。

（２）肉用牛・牛肉の需給見通し

ⅰ）飼養頭数
　２０２２年1月1日時点の牛総飼養頭数は乳
用種を含めて９１９０万頭（前年比２.０%減）
と減少した。また、経産牛は乳用種を含め
３９５０万頭（同２.０%減）、そのうち肉用種は
３０１３万頭（同２.３%減）といずれも減少し
た（図３２、表４）。

　さらに、２１年の子牛出生頭数も３５０９万
頭（同１.２%減）と減少した（図３３）。肉用
繁殖後継牛頭数も５６１万頭（同３.３%減）、
そのうち２２年内分娩予定頭数も３４１万頭（同
２.８%減）と減少しており（表４）、牛総飼
養頭数は２２年のうちにさらに減少する見通
しである（図３２）。
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表４　牛総飼養頭数およびその内訳の推移
� （単位：千頭）

2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年
前年比（%）

牛総飼養頭数 94,298 94,805 93,793 93,790 91,902 ▲ 2.0

うち経産牛 40,898 41,044 40,681 40,286 39,500 ▲ 2.0

うち肉用種 31,466 31,691 31,339 30,844 30,125 ▲ 2.3

うち未経産牛 20,218 20,210 20,024 20,200 19,776 ▲ 2.1

うち肉用繁殖後継牛 6,108 5,885 5,809 5,803 5,612 ▲ 3.3

うち年内分娩予定牛 3,763 3,529 3,500 3,510 3,412 ▲ 2.8
資料：USDA/NASS「Cattle」
　注：各年１月１日時点。
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図３３ 子牛出生頭数の推移

(千頭)

(年)

資料：USDA/NASS「Cattle」

注：各年１～１２月のデータ。

図 ３３　子牛出生頭数の推移

資料：USDA/NASS「Cattle」
　注：各年１～ 12月のデータ。
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図３４ フィードロットおよびフィードロット外の飼養頭数

フィードロット外飼養頭数 フィードロット飼養頭数

(千頭)
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資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Domestic Data」

注：各年１月１日時点。

図 ３４　�フィードロットおよびフィードロット
外の飼養頭数

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Domestic Data」
　注：各年１月１日時点。

　２２年1月1日時点の肥育仕向け予定頭数
は４０２３万頭（前年比１.６%減）と減少した。
そのうち、フィードロット飼養頭数は１４６９�
万頭（同０.２%増）とわずかに増加したが、
フィードロット外の飼養頭数は２５５４万頭
（同２.６%減）と減少した（図３４）。米国南部
における干ばつの影響により、一部地域の牧
草在庫がひっ迫したことからフィードロット
への導入が進んだものと考えられる。繁殖後
継牛あるいは肥育仕向けの動向にも注視が必
要であるものの（注３）、２２年後半に見込まれ
る干ばつからの回復に伴う牧草育成状況の改
善も相まって２２年の年間肥育頭数は減少す
る見通しである。
（注３）　現在米国では、干ばつの影響で牧草供給が減少傾向であ

ることから（1）肥育適正期でない牛がフィードロット
に導入される（２）繁殖後継牛に回さず肥育に仕向けら
れる雌牛がフィードロットに導入される―という状況に
ある。

　肥育頭数の減少は生体輸入の増加につなが
るが、主要な生体輸入元であるメキシコおよ
びカナダにおいても牛肉供給が比較的ひっ迫
していることから、生体輸入が急増すること
はなく、２２年の生体輸入頭数は２００万頭（前
年比１１.１%増）程度を見込んでいる。

ⅱ）牛肉生産量
　２０２１年の牛肉生産量は１２６７万２０００ト
ン（前年比１２.８%増）と増加したが、前述

図 ３2　牛総飼養頭数の推移と見通し
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図３２ 牛総飼養頭数の推移と見通し

(千頭)

(年)

資料：USDA/NASS「Cattle」

注１：各年１月１日時点。

注２：２０２３年は予測値。

資料：USDA/NASS「Cattle」
注１：各年１月１日時点。
注２：2023年は予測値。
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図３５ 牛肉生産量の推移
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand 

Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

図 ３５　牛肉生産量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
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図３６ 肥育牛平均価格の推移
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は主要５地域の肥育牛平均価格。

図 ３６　肥育牛平均価格の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は主要５地域の肥育牛平均価格。

の肥育頭数の減少および牧草育成状況の改善
に伴うフィードロット導入頭数の減少によ
り、２２年の牛肉生産量は１２４１万７０００トン
（同２.０%減）と減少する見通しである（図
３５）。また、等級の高い牛肉の需要が高まる
ことなどの理由から、と体重量は増加する傾
向にある。

ⅲ）肥育牛平均価格
　このように、肥育牛供給の減少および牛肉
需要の高まりから、肥育牛価格にも影響が生
じている。２０２１年の主要５地域の肥育牛平
均価格は１００ポンド当たり１２２.４米ドル（1
キログラム当たり３１４.５円、前年比１２.８%
高）と大幅に上昇した。この状況が継続する
ことから、２２年の肥育牛価格は１００ポンド
当たり１３７.５米ドル（1キログラム当たり
３５３.３円、同１２.３%高）と１５年以来の高値
となることが見込まれる（図３６）。
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図３７ 牛肉輸出量の推移
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は枝肉重量ベース。

図 ３７　牛肉輸出量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は枝肉重量ベース。

ⅳ）牛肉輸出量
　２０２１年の牛肉輸出量は１５６万４０００トン
（前年比１６.８%増）と大幅に増加した（図
３７）。日本、メキシコ、カナダ、台湾への輸
出量は減少したが、韓国および中国への輸出
量が増加した（表５）。特に、中国への輸出
量は２４万５０００トン（同３５４%増）と大幅
に増加しており、牛肉輸出量全体の増加の要
因となった。中国における米国産牛肉の需要
の高まりは、食生活の変化、米国産牛肉の輸
入制限政策の変更によるものだと考えられ
る。その結果、牛肉輸出量全体の中国への輸
出量は２０年の４.０%程度から２１年には１５.７�
%にまで増えた。
　一方で、２２年の牛肉輸出量は、牛肉生産量
の減少が輸出に抑制的に働き、１４８万３０００
トン（同５.１%減）と減少する見通しである
（図３７）。さらに、牛肉価格の上昇が外国市
場における価格競争力の低下を招き、豪州や
ブラジルなどの輸出志向の国における牛肉生
産量の増加により、競争の激化が見込まれる。
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表５　輸出先別牛肉輸出量の推移
� (単位：千トン）

2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
前年比（%） シェア（%） 前年比（%） シェア（%）

日本 402 363 375 3.5 28.0 375 ▲ 0.1 24.0

韓国 289 310 302 ▲ 2.5 22.6 356 17.9 22.8

中国 10 15 54 271.2 4.0 245 354.1 15.7

メキシコ 204 193 145 ▲ 24.7 10.8 143 ▲ 1.2 9.2

カナダ 136 122 130 6.7 9.7 126 ▲ 2.6 8.1

台湾 84 90 90 ▲ 0.1 6.7 89 ▲ 0.8 5.7

香港 139 105 100 ▲ 4.7 7.5 57 ▲ 43.5 3.6

インドネシア 10 15 15 ▲ 0.2 1.1 20 32.3 1.3

フィリピン 19 21 15 ▲ 25.6 1.2 16 4.8 1.0

チリ 13 13 10 ▲ 29.0 0.7 12 27.9 0.8

その他 128 127 102 ▲ 19.7 7.6 123 20.6 7.9

合計 1,433 1,373 1,339 ▲ 2.5 100 1,564 16.8 100
資料：USDA/ERS「Livestock and Meat International Trade Data」
注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：数値は枝肉重量ベース。

ⅴ）牛肉輸入量
　２０２１年の牛肉輸入量は１５１万８０００トン
（前年比０.２%増）と豪州産牛肉の輸入量減
少がカナダ、メキシコ、ブラジル産牛肉の輸
入量増加によって相殺された形である（図
３８、表６）。特に、ブラジル産牛肉はこれま
で中国が主要市場であったが、ブラジル国内
における非定型ＢＳＥの確認により、中国に
よる一時輸入停止措置がとられた結果、米国
市場に多くのブラジル産牛肉が仕向けられた
ものと考えられる。
　一方で、２２年の牛肉輸入量は１５２万９０００
トン（同０.７%増）と２１年と同水準の見通し
である（図３８）。特に、２１年に輸入量が急
増したブラジル産牛肉については、中国への
輸出が再開していることから輸入量の増加は
見込まれない。また、豪州においては干ばつ
からの回復により、２２年後半には牛肉生産
量が増加する可能性が高く、注視が必要であ
る。
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図38 牛肉輸入量の推移

(千トン)
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は枝肉重量ベース。

図 ３８　牛肉輸入量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は枝肉重量ベース。
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表６　輸入先別の牛肉輸入量の推移
� （単位：千トン）

2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
前年比（%） シェア（%） 前年比（%） シェア（%）

カナダ 359 385 374 ▲ 2.6 24.7 427 14.2 28.1

メキシコ 231 263 295 12.3 19.5 306 3.6 20.2

ニュージーランド 260 182 234 28.6 15.4 228 ▲ 2.4 15.0

豪州 305 325 301 ▲ 7.5 19.8 187 ▲ 37.7 12.3

ブラジル 64 74 100 35.4 6.6 168 67.1 11.0

ニカラグア 71 83 86 3.6 5.7 88 2.1 5.8

ウルグアイ 52 54 67 23.8 4.4 61 ▲ 9.1 4.0

その他 18 22 58 170.8 3.9 53 ▲ 8.7 3.5

合計 1,360 1,387 1,516 9.3 100 1,518 0.2 100
資料：USDA/ERS「Livestock and Meat International Trade Data」
注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：数値は枝肉重量ベース。

コラム２　�米国産牛肉のロイン系以外の部位・食用副産物（バラエティーミート）�
の輸出と新たな外国市場の開拓

　国・地域による味覚、嗜
し

好
こう

性、食文化の違いを理解することは牛肉輸出を進めるにあたっ
て重要である。米国食肉輸出連合会（USMEF）は、生産された肉用牛の価値を最大限に引
き出すとともに、米国内消費者の需要を踏まえたサーロイン、フィレ、リブロースといった
ロイン系部位を使ったステーキや挽肉を使ったハンバーガーを手頃な価格で提供することに
もつながるとして、ロイン系以外の部位や食用副産物（バラエティーミート）の輸出に力を
入れている。
　２０２１年においては部分肉ベースで牛1頭当たり２８４.４キログラムのうち４３.９キログラ
ム（約１５.４％）が輸出された。輸出額にすると、牛1頭当たり１７８９米ドル（２０万８５０８円）
の牛肉のうち４０７米ドル（４万７４３６円）（約２２.８％）輸出されたことになる。
　この輸出を支えているのが米国内で需要の高いロイン系部位ではなく、ロイン系以外の部
位とバラエティーミートである。例えば、生産される牛肉のうち、ロイン系以外の部位とし
て、ともばらの約９５％、カルビ（バラ肉）
の約８５％、外ももの約４２％、ハラミの約
３１％などが輸出されている（コラム２－
図1）。バラエティーミートにも国によっ
て大きな需要があり、牛1頭当たりタン
０.８キログラム、ミノ・ハチノス・センマ
イ１.７キログラム、レバー ３.０キログラム
などが輸出されている（コラム２－図２、
表）。

うで、肩ロース

世界中

リブロース

世界中

フィレ、	
テンダーロイン

⽇本	
韓国、EU

もも

メキシコ	
カナダ

ともばら、カルビ

⽇本、中国、韓国、台湾	
ASEAN

ブリスケ ささみ

コラム２－図１　ロイン系以外の部位の主な輸出先

資料：USMEF公表資料より筆者作成

コラム２－図１　�ロイン系以外の部位の
主な輸出先

資料：USMEF公表資料より筆者作成
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�

　また、USMEFは新たな外国市場の開拓も進めている。今、中国の牛肉需要が高まり、米
国は中国向けの牛肉輸出量を大きく伸ばしているが、バーベキューイベントなどの取り組み
のほか、e-コマースによる販売量を伸ばすために、米国産牛肉の処理・調理を行うシェフや
牛肉加工業者の訓練に取り組んでいる（コラム２－図３）。米国牛肉業界は、米国産牛肉の
輸出量が過去１０年間で１６１％増加している中南米市場も非常に重要視している（コラム２
－図４）。

コラム２－表　牛バラエティーミートの主な国別輸出量の推移
� （単位：トン）

2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
前年比（%） 前年比（%）

メキシコ 117,872 104,960 96,596 100,645 89,955 ▲ 10.6 97,642 8.5
日本 54,711 49,292 52,906 62,948 46,728 ▲ 25.8 62,333 33.4
中東 93,409 71,466 61,829 63,544 49,625 ▲ 21.9 49,866 0.5
アフリカ 11,781 21,214 20,551 19,657 26,450 34.6 18,506 ▲ 30.0
ASEAN 7,928 11,206 12,922 17,775 10,836 ▲ 39.0 15,462 42.7
南米 9,793 12,611 12,483 11,505 12,502 8.7 13,830 10.6
中国 0 39 97 130 2,896 2,128 10,647 267.6
香港 11,629 14,449 19,294 14,149 11,107 ▲ 21.5 8,247 ▲ 25.7
カナダ 10,806 8,657 10,154 8,040 8,660 7.7 7,121 ▲ 17.8
韓国 13,719 13,635 14,202 13,486 10,435 ▲ 22.6 6,505 ▲ 37.7
カリブ諸国 4,380 4,738 6,338 7,191 5,754 ▲ 20.0 5,908 2.7
中米 2,711 2,537 3,553 3,063 2,588 ▲ 15.5 4,021 55.4
台湾 152 248 54 28 51 82.1 140 174.5
その他 2,542 374 330 368 216 ▲ 41.3 69 ▲ 68.1
合計 341,433 315,426 311,309 322,529 277,803 ▲ 13.9 300,297 8.1

資料：USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat Exports」
　注： 「中東」はエジプト、UAE、イスラエル、「アフリカ」は南アフリカ、ガボン、コートジボワール、「ASEAN」はインドネシア、

フィリピン、ベトナム、「南米」はペルー、コロンビア、チリ、「カリブ諸国」はジャマイカ、トリニダード・トバゴ、ドミニ
カ共和国、「中米」はパナマ、ホンジュラス、ニカラグアが主な輸出先。
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コラム２ー図２ 牛バラエティーミートの主な国別輸出量の推移
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資料：USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat Exports」

注：ASEANの主な輸出先はインドネシア、フィリピン、ベトナム。

コラム２ー図２　牛バラエティーミートの主な国別輸出量の推移

資料：USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat Exports」
　注：ASEANの主な輸出先はインドネシア、フィリピン、ベトナム。
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　コロンビアではUSMEFが精肉店プログラムを実施している。コロンビアでは近代的な小
売店が普及しておらず、精肉店による販売が国民に根付いている。そこで、米国産牛肉の輸
出とセットで、適切なコールドチェーン管理、適切な加工技術、消費者に売り込む方法など
の訓練を提供している。さらに、牛肉の取り扱いについて約５０項目、マーケティングにつ
いて約３０項目のチェックリストを作成し、精肉店の売り上げにも貢献している。これらの
取り組みはコロンビア企業から高い評価を得ている。
　世界の牛肉需要の高まりが米国産牛肉の躍進を後押ししているところもあるが、近年の好
調な米国産牛肉の輸出動向を見ると、牛肉の輸出量を伸ばすためには、他国の文化、サプラ
イチェーン、業界の動向などを理解した上で、効果的なプロモーション活動に臨むことが重
要であることがわかる。
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コラム２ー図３ 中国への牛肉輸出量および輸出額の推移
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資料：USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat Exports」

注：バラエティーミートの輸出を含む。
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コラム２ー図３　�中国への牛肉輸出量および
輸出額の推移

資料： USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat 
Exports」

　注：バラエティーミートの輸出を含む。
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資料：USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat Exports」

注：バラエティーミートの輸出を含む。

コラム２ー図４　南米への牛肉輸出量の推移

資料： USMEF「Leading Markets for U.S. Beef Variety Meat 
Exports」

　注：バラエティーミートの輸出を含む。

（３）養豚・豚肉の需給見通し

ⅰ）飼養頭数
　２０２１年１２月1日時点の豚総飼養頭数は
７４２０万頭（前年比４.０%減）と減少し、１７
年以来最も少なくなった（図３９、表７）。一
方で、同日時点の繁殖母豚頭数は６１８万頭
（同０.１%増）と前年とほぼ同水準となった
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図３９ 豚総飼養頭数の推移

資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」

注：各年１２月１日時点。
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図 ３９　豚総飼養頭数の推移

資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」
　注：各年12月１日時点。
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資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」

注：各年１２月１日時点。
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図 ４0　繁殖母豚頭数の推移

資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」
　注：各年12月１日時点。

（図４０、表７）。これはCOVID–１９による影
響や生産費上昇などに伴い、豚1頭当たり平
均利益が安定しておらず、生産者が豚の増産
に慎重な姿勢を示した結果、２１年の分娩頭
数が減少したためだと考えられる（図４１）。
２２年の第1、２四半期においてもこの傾向
は続く見通しである。
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表７　豚総飼養頭数および繁殖豚頭数の推移
� （単位：千頭）

2017 2018 2019 2020 2021
前年比（%） 前年比（%）

豚総飼養頭数 73,145 75,070 78,228 77,312 ▲ 1.2 74,201 ▲ 4.0

うち繁殖豚 6,179 6,325 6,471 6,176 ▲ 4.6 6,180 0.1
資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」
　注：各年12月１日時点。
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資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」

注：第１四半期は１２月～翌２月、第２四半期は３～５月、第３四半期は６～８月、第４四半期は９～１１月。

図 ４1　分娩頭数の推移

資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」
　注： 第１四半期は12月～翌２月、第２四半期は３～５月、第

３四半期は６～８月、第４四半期は９～ 11月。

ⅱ）豚肉生産量
　２０２１年の一腹当たり平均産子数は第1、
２四半期には減少したものの、第３、４四半
期には増加に転じた（図４２）。従って、２２
年の豚肉生産量は、生産者による分娩・生産
計画の影響を受けることになるが、前述の通
り、２２年の分娩頭数は上半期が減少傾向で
あり、下半期には増加傾向に転じるものの、
２２年全体として減少する見通しである。そ
のため、豚肉生産量も２１年の１２５５万２０００
トン（前年比２.２%減）から２２年の１２４１万�
９０００トン（同１.１%減）とさらなる減少が
見込まれる（図４３）。
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図４２ 豚一腹当たり平均産子数の推移
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資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」

注１：四半期ごとの平均値。

注２：第１四半期は１２月～翌２月、第２四半期は３～５月、第３四半期は６～８月、第４四半期は９～１１月。

図 ４2　豚一腹当たり平均産子数の推移

資料：USDA/NASS「Quarterly Hogs and Pigs」
注１：四半期ごとの平均値。
注２： 第１四半期は12月～翌２月、第２四半期は３～５月、第

３四半期は６～８月、第４四半期は９～ 11月。
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図４３ 豚肉生産量の推移
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

図 ４３　豚肉生産量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。

ⅲ）豚肉輸出量
　２０２１年の豚肉輸出量は３１８万９０００トン
（前年比３.４%減）と減少した（図４４）。これ
はアフリカ豚熱の発生の影響を受け、豚肉の
輸入需要の高まりを見せていた中国が徐々に
生産を回復し始めたこと、他の主要豚肉生産
国との競争が激化したことなどによる。この
傾向が継続することから２２年の豚肉輸出量
も３０９万トン（同３.１%減）と減少する見通
しである（図４４）。
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は枝肉重量ベース。

図 ４４　豚肉輸出量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は枝肉重量ベース。
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ⅳ）豚肉輸入量
　２０２１年の豚肉輸入量は５３万５０００トン
（前年比３０.５%増）と大幅に増加し、２００３年
以来の高水準となった（図４５）。これは米国
内の豚肉需要の高まりだけでなく、中国から
の豚肉輸入量の減少により、他の主要豚肉生
産国による米国市場への参入が増加したため
である。この傾向の継続と米国内の豚肉生産
量の減少を受け、２２年の豚肉輸入量は５９万�
４０００トン（同１１.０%増）とさらなる増加を
見込んでいる。
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図４５ 豚肉輸入量の推移
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は枝肉重量ベース。

図 ４５　豚肉輸入量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は枝肉重量ベース。

ⅴ）肥育豚価格
　２０２１年の赤身率５１〜５２%の生体ベース
の肥育豚価格は豚肉生産量の減少のほか、労
働力不足、サプライチェーンの混乱、インフ
レによる影響も受け、１００ポンド当たり
６７.２９米ドル（1キログラム当たり１７２.９円、
前年比５５.８%高）と大幅に上昇した（図
４６）。２２年においては、豚肉生産量が減少
するものの、輸出量の減少や輸入量の増加に
より、国内流通量が増加することから、肥育
豚価格は１００ポンド当たり６５.００米ドル（1
キログラム当たり１６７.０円、同３.４%安）と
低下する見通しである（図４６）。
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図４６ 肥育豚価格平均価格の推移

(年)

(米ドル/百ポンド)

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は赤身率５１～５２％の生体ベース平均販売価格。

図 ４６　肥育豚価格平均価格の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は赤身率51～52％ の生体ベース平均販売価格。

（４）肉用鶏・鶏肉の需給見通し

ⅰ）鶏肉生産量
　２０２１年の鶏肉生産量は、２０年後半から２１
年前半にかけて飼料価格が上昇した影響で生
産量が伸び悩み、２０３６万１０００トン（前年比
０.７%増）とわずかな増加にとどまった（図
４７）。その後、飼料価格の改善が生産量増加の
さらなる後押しとなるが、肉用種鶏卵のふ化
率が比較的低い状況にあるため、２２年の鶏肉
生産量は２０６３万２０００トン（同１.３%増）とわ�
ずかな増加にとどまる見通しである（図４７）。
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図４７ 鶏肉生産量の推移

(年)

(千トン)

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

図 ４７　鶏肉生産量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。

ⅱ）肉用種鶏飼養羽数
　２０２１年の肉用種鶏飼養羽数は年間を通じ
て前年を上回り、種鶏１００羽当たり産卵数
もほぼ前年を上回ったが、ふ化率が前年を下
回ったため、導入羽数が伸び悩んだ（図
４８、４９）。２２年においてもふ化率の低水準
が継続する見通しであり、種鶏飼養羽数の増
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加により、導入羽数の維持を図るものと見込
まれる。
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図４８ 肉用種鶏飼養羽数の推移

資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」

注：各月１日時点の数値。

(千羽)

図 ４８　肉用種鶏飼養羽数の推移

資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」
　注：各月１日時点の数値。
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図４９ 種鶏１００羽当たり産卵数の推移

(個)

資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」

注：各月１日時点の平均値。

図 ４９　種鶏100羽当たり産卵数の推移

資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」
　注：各月１日時点の平均値。

ⅲ）鶏肉輸出
　２０２１年の鶏肉輸出量は３３４万トン（前年
比増減なし）と２年間の横ばいが続いたが、
２２年には３３５万トン（前年比０.１%増）と前
年並みの見通しである（図５０）。米国産鶏肉
の第一位、第三位の輸出先であるメキシコ、
中国においては、鶏肉輸入が増加すると予測
されており、輸出量の増加に働く可能性があ
るが、米国内の鶏肉価格の上昇により、価格
競争が激化すると見込まれる。
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図５０ 鶏肉輸出量の推移

(千トン)

(年)

資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２０２２年２月時点の推計値。

注２：２０２２年は予測値。

注３：数値は製品重量ベース。

図 ５0　鶏肉輸出量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は2022年２月時点の推計値。
注２：2022年は予測値。
注３：数値は製品重量ベース。

ⅳ）丸鶏卸売価格
　２０２１年の丸鶏卸売価格は、労働力不足や
インフレの影響もあり1ポンド当たり１.０１
米ドル（1キログラム当たり２５９.５円、前年
比３８.３%高）と大幅に上昇した（図５１）。
２２年においても1ポンド当たり１.１３米ドル
（1キログラム当たり２９０.４円、同１１.７%高）
とかなり大きく上昇し、過去最高値を記録す
る見通しである（図５１）。
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図５１ 肉用鶏平均価格の推移

(年)
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

注３：数値は丸鶏卸売価格。

図 ５1　肉用鶏平均価格の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。
注３：数値は丸鶏卸売価格。

（５）採卵鶏・鶏卵の需給見通し

ⅰ）鶏卵生産量
　２０２１年の総鶏卵生産量は９２億３０００万
ダース（前年比０.７%減）と減少したが、２２
年は９４億３０００万ダース（同２.２%増）と増
加に転じる見通しである（図５２）。
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図５２ 鶏卵生産量の推移
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資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」

注：２０２２年は予測値。
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図 ５2　鶏卵生産量の推移

資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」
　注：2022年は予測値。
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ⅱ）鶏卵価格
　２０２１年の食用鶏卵の価格は変動が激し
く、1ダース当たりの鶏卵卸売価格は第1四
半期の１.２８米ドル（１４９.２円）から第２四
半期の０.９４米ドル（１０９.８円）まで低下、
その後、第３四半期で１.２０米ドル（１３９.９
円）、第４四半期で１.３５米ドル（１５３.６円）
まで上昇した（図５３）。この激しい価格変動
により、生産者が鶏卵生産に慎重な姿勢を示
した結果、２２年1月1日時点の採卵鶏飼養
羽数は３億２６００万羽（前年比０.２%減）と
減少傾向を示した（図５４）。今後、供給量が
伸び悩む一方で、鶏卵需要の高まりが継続す
ることから、２２年の1ダース当たりの鶏卵
卸売価格は１.３２米ドル（１５３.３円、同１１.３%
高）と上昇する見通しである。
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図５３ 鶏卵卸売価格の推移

(米ドル/ダース)

資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」

注１：２０２２年は予測値。

注２：各数値は四半期ごとの月平均値。

年間平均卸売価格

2020年：1.15米ドル/ダース

2021年：1.18米ドル/ダース

2022年：1.32米ドル/ダース

図 ５３　鶏卵卸売価格の推移

資料：USDA/ERS「Livestock, Dairy, Poultry Outlook」
注１：2022年は予測値。
注２：各数値は四半期ごとの月平均値。
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図５４ 採卵鶏飼養羽数の推移
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資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」

注：各年１月１日時点の採卵鶏（食用卵向け）平均飼養羽数。

図 ５４　採卵鶏飼養羽数の推移

資料：USDA/NASS「Chickens and Eggs」
　　注：各年１月１日時点の採卵鶏（食用卵向け）平均飼養羽数。

ⅲ）鶏卵輸出
　２０２１年の鶏卵・鶏卵製品輸出量は殻付き
換算で３億９２００万ダース（前年比１４.０%増）
と大幅に増加した（図５５）。これは高病原性
鳥インフルエンザの発生により国内需給が
ひっ迫した韓国への輸出量が増加したためだ
と考えられる。２２年の鶏卵・鶏卵製品輸出量
は３億５５００万ダース（同９.５%減）と韓国
の回復に伴い減少する見通しである。

200

220

240

260

280

300

320

340

360

380

400

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

図５５ 鶏卵輸出量の推移
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資料：USDA「World Agricultural Supply and Demand Estimates」

注１：２０２１年は２２年２月時点の推計値。

注２：２２年は予測値。

図 ５５　鶏卵輸出量の推移

資料： USDA「World Agricultural Supply and Demand 
Estimates」

注１：2021年は22年２月時点の推計値。
注２：22年は予測値。

5　おわりに

　２０２１年はパンデミックにより明らかに
なったサプライチェーンの脆弱性の影響が続
いた1年間であった。港湾混雑やトラック運
転手不足などのサプライチェーンの混乱は米
国農畜産業にも大きな影響を与えた。労働力
不足も深刻であり、食料サプライチェーン全
体で労働力を確保するために長期的な対策が
必要になるだろう。さらに、国連食料システ

ムサミットやCOP２６が開催され、気候変動
への対応と持続可能な農畜産業に向けた取り
組みなど大きな課題が具体化された時期でも
あった。しかし、米国畜産業界は気候変動、
持続可能性への対応について、生産者にかか
る負担を軽減すべく、技術革新や投資拡大に
前向きに取り組んでいる。
　２２年は世界的なたんぱく質需要の高まり
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がある中で、米国政府や業界が一丸となって
取り組んでいる農畜産物輸出の動向は、他の
主要生産・輸出国の動向とともに注視が必要
だろう。また、インフレを背景に食料価格が
上昇している中で、米国政府が強く推進する
食肉・食鳥サプライチェーン強化についても

進
しん

捗
ちょく

が待たれる。今後、山積みとなる課題に
米国政府と業界がどのように立ち向かうか注
目したい。

� （岡田　卓也（JETROニューヨーク））


